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o
O
O
天
塚
夜
話
○
○
○

理
學
士
百
濟
　
敏
猷

　
　
　
二
選
彗
星
や
新
星
の
獲
見
の
こ
ε

　
（

　
有
名
な
マ
ッ
ハ
（
鼠
帥
6
げ
）
　
は
一
論
丈
に
「
偶
然
」

　
が
一
般
に
選
明
及
び
凄
見
の
上
ド
及
ぼ
す
影
響
の

こ
ε
為
論
じ
て
居
ま
す
が
、
輩
に
私
共
が
天
衣
學

　
上
の
立
見
の
み
々
考
へ
て
み
て
も
時
々
「
偶
然
」
ご
．

　
去
ふ
分
子
が
奇
妙
に
ば
い
り
込
ん
で
居
て
多
少
興

　
昧
な
引
く
こ
定
が
あ
り
ま
す
。
一
転
ば
二
三
京

　
’
只
管
或
憲
胆
で
外
の
こ
ε
た
調
べ
て
居
る
此
賊
偶
妖
“
ス

　
ピ
タ
ー
レ
ル
氏
が
自
ら
強
零
し
た
彗
星
の
観
測
な

報
告
し
六
一
丈
が
目
に
つ
い
て
そ
れ
か
ら
思
ひ
付

　
い
て
此
丈
為
書
き
出
し
ま
し
た
：
．
：
・
．
．
・
．

　
一
九
〇
三
年
の
春
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
姦
天
交
塁
で
萬
國
共
同
の
爲
半
天

圖
を
作
る
た
め
忙
し
く
星
の
爲
眞
を
撮

っ
て
居
π
。
其
時
隻
子
座
の
或
匠
域
の

爲
眞
が
画
枚
だ
け
現
引
し
て
見
る
ε
よ

く
な
い
の
で
三
月
十
六
日
差
も
う
一
度

其
部
分
を
撮
り
な
ほ
し
だ
、
所
が
其
種

板
の
上
に
急
に
光
り
出
し
た
新
星
が
爲

っ
て
居
た
の
で
め
る
。

　
星
の
寓
眞
を
撮
っ
て
偶
然
新
星
が
影

を
宿
し
て
居
る
の
を
獲
見
す
る
の
は
別

に
珍
ら
し
く
な
い
こ
己
で
あ
る
、
し
か

し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
最
初
に
六

つ
だ
種
板
．
が
頁
好
で
あ
っ
た
ら
或
は
其

儘
に
な
っ
て
新
星
の
こ
ざ
も
氣
つ
か
す

に
終
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
當
時

職
長
タ
ー
ナ
ー
民
酉
［
く
「
新
星
が
突
然

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

輝
き
出
し
て
而
も
そ
れ
が
天
騰
爲
眞
を

撮
っ
て
居
る
入
（
ベ
タ
ミ
ー
氏
の
こ
ご
）

に
知
ら
す
に
Ω
急
ユ
ぎ
σ
q
し
り
冨
戦
ε
し
て
使

は
れ
て
居
る
ご
は
一
」
】
寸
あ
り
さ

う
に
思
は
れ
諏
出
來
事
で
あ
る
。
天
の

一
鎖
域
を
撮
影
す
る
の
に
其
覗
野
の
中
・

馬
面
で
輝
い
た
星
を
Ω
鼠
山
冒
σ
q
㊦
口
『
に

探
っ
て
居
た
所
丁
度
う
ま
く
寓
輿
を
撮

り
直
す
塵
域
に
星
（
新
星
）
が
あ
っ
て
且

京
都
天
丈
毫
の
】
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　
水
野
　
千
里

財
鱗
鰭
妹
驚
知
れ
鹸
募

た
が
、
生
惜
曇
天
で
星
が
一
つ
も
見
え
な
か
つ
六
。
翌

二
十
八
目
も
朝
か
ら
曇
っ
て
戻
…
た
が
、
琵
琶
湖
・
附
近

の
勝
を
探
り
大
津
石
場
の
藤
井
氏
月
光
亭
な
訪
ひ
留

由
宇
居
の
山
か
に
願
っ
て
、
⊥
耳
管
墓
濾
漕
鏡
た
目
翔
ぜ
て
貰
っ

た
。
ド
ー
ム
は
工
事
中
で
夜
分
こ
の
望
遽
鏡
で
星
が

観
望
し
た
か
っ
た
。
時
々
雨
が
降
っ
て
居
た
が
京
都

天
交
蘂
存
訪
ひ
山
本
先
生
、
．
古
川
龍
城
設
に
御
目
に

懸
っ
た
。
先
生
ば
天
交
展
萱
會
に
出
晶
御
作
製
中
で

御
多
忙
中
で
あ
っ
た
か
ら
・
古
川
氏
に
案
丙
さ
れ
て

繋
争
馨
の
諸
器
械
の
説
明
た
聴
い
た
。
抑
々
同
天
文

憂
に
京
都
帝
國
大
言
理
學
部
の
附
騒
で
、
明
治
四
十

三
年
の
設
立
に
か
㌧
り
位
置
は
同
大
學
構
内
東
維
百

三
十
五
度
四
十
六
分
十
一
秒
、
此
緯
三
十
五
度
一
分

三
十
七
秒
に
あ
っ
て
、
星
學
研
究
室
、
星
畢
實
駿
室

其
の
他
赤
滋
儀
室
等
の
建
物
が
あ
る
。
器
械
の
圭
要

な
る
も
の
ば
何
ん
ε
い
っ
て
も
ソ
ア
イ
ス
、
ザ
ル
ト

リ
ウ
ス
赤
瓢
沮
儀
（
口
径
七
三
）
定
プ
レ
ジ
ャ
ー
反
射
粥

盟
蓮
鐘
（
口
径
十
吋
〉
ε
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
太
陽
窺
眞
儀

（
口
径
入
相
）
ε
で
、
外
に
ハ
イ
デ
赤
下
国
（
口
樫
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そ
れ
が
硯
、
野
で
一
番
輝
い
て
居
π
か
ら

観
測
者
ベ
ラ
ミ
ー
民
（
翻
①
一
冨
ヨ
Σ
は
そ

れ
を
〇
三
日
コ
σ
q
望
母
に
し
て
居
た
の
で

あ
っ
た
。

　
一
八
九
〇
年
の
秋
十
一
月
十
五
目
の

夜
十
時
過
ぎ
伊
太
利
の
シ
シ
リ
ー
島
、

パ
レ
ル
モ
天
交
毫
で
ゾ
ナ
民
く
N
o
ロ
p
）

が
駅
者
座
に
競
い
形
の
新
彗
星
を
二
見

し
た
二
八
九
〇
年
第
四
彗
星
）
。
此
ゾ

ナ
彗
星
の
獲
見
電
報
が
十
七
日
の
午
前

二
…
特
孚
に
填
國
ウ
イ
ソ
天
女
塁
に
　
高
い

セ
、
そ
こ
で
ス
ピ
タ
ー
レ
ル
氏
へ
Q
Q
箕
鱒

す
）
が
早
蓮
二
十
七
吋
の
大
望
遽
．
鏡
を

報
告
の
位
遣
に
向
け
て
見
る
ε
小
さ
な

十
三
等
星
位
の
光
輝
の
者
が
ボ
ソ
ヤ
リ

ε
見
え
た
、
電
報
に
は
相
當
に
光
の
論

い
彗
星
だ
ε
あ
る
の
で
兎
に
角
少
し
望

遽
鏡
を
動
か
し
て
あ
た
り
を
眺
め
る
ε

果
し
て
、
ゾ
ナ
彗
星
が
見
え
た
か
ら
観

測
し
て
叉
最
初
の
ボ
ソ
ヤ
リ
し
π
者
を

見
た
。
所
が
そ
れ
が
少
し
動
い
て
位
麗

が
攣
っ
て
居
た
の
で
そ
れ
も
一
の
彗
星

だ
ε
分
っ
た
、
一
八
九
〇
年
第
七
彗
星

（
ス
ピ
タ
ー
レ
ル
　
週
期
彗
星
）
ε
呼
ば
れ

る
者
は
か
く
し
て
獲
見
さ
れ
た
の
で
あ

る
、
そ
し
て
其
聴
に
は
ゾ
ナ
彗
星
ご
僅

か
角
度
で
二
十
三
工
程
し
か
は
な
れ
て

居
な
か
っ
た
ε
。

　
そ
れ
で
　
久
重
見
電
報
を
打
っ
た
。
當

時
の
天
戎
雑
誌
の
記
事
を
一
通
り
探
し

て
見
た
瞬
米
國
の
或
雑
誌
に
こ
ん
な
こ

ε
が
書
い
て
あ
っ
た
一
「
ス
ピ
タ
ー

レ
ル
彗
星
の
電
報
に
ゾ
ナ
に
あ
ら
す
の

語
が
無
か
っ
た
ら
一
寸
同
一
物
か
も
知

れ
な
い
巴
、
」
危
く
早
A
皇
黙
さ
れ
る
所
一
で
あ

っ
た
、
云
々
L
。
違
っ
た
二
彗
星
が
或
時

間
だ
け
天
室
上
じ
く
接
近
し
て
見
え
る

こ
ご
も
起
り
得
る
こ
ε
で
あ
る
が
右
の

様
に
正
見
當
時
互
に
逝
く
に
見
え
て
居

た
の
は
一
寸
珍
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

四
吋
）
り
ー
フ
レ
ル
標
準
時
計
、
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
経

緯
儀
等
が
め
る
。
圭
任
ば
教
授
新
城
博
士
で
、
親
測

に
從
事
し
イ
、
居
ら
れ
る
の
ば
助
教
授
山
本
理
二
士
、

外
に
歎
名
の
一
員
が
あ
っ
て
、
何
れ
も
熱
心
に
活
動

・
さ
れ
て
大
正
八
年
佐
々
木
哲
夫
民
ば
四
球
赤
道
儀
で

ブ
イ
ン
レ
ー
彗
星
ん
心
見
し
本
邦
最
初
の
彗
星
猿
見

者
の
名
轡
為
得
ら
れ
し
こ
同
時
に
世
界
的
に
名
聲
々

揚
げ
ら
れ
、
次
い
で
三
九
隼
百
濟
教
猷
氏
ほ
テ
ン

ペ
ル
彗
星
な
三
見
し
、
山
本
助
教
授
は
主
ε
し
て
憂

光
星
、
新
・
星
の
観
測
に
從
事
ぜ
ら
れ
そ
の
隊
交
報
告

書
に
丙
外
釜
文
學
者
の
珍
重
す
ろ
盧
で
み
ろ
。
爾
子

午
儀
室
に
ば
二
吋
牛
の
子
午
儀
た
置
き
時
刻
存
親
測

し
、
實
験
室
、
地
下
室
に
に
多
藪
の
標
準
時
計
が
備

付
け
ら
れ
て
、
居
た
。
空
が
曇
っ
て
は
居
た
が
比
叡
山

は
雲
為
旧
い
て
そ
の
峯
尖
な
現
ば
し
て
居
た
の
で
七

時
望
遠
鏡
ば
之
れ
に
向
け
ら
れ
て
山
上
の
樹
木
に
手

に
採
う
が
如
く
鮮
明
に
見
え
た
。
古
川
氏
に
そ
の
勢

な
謝
し
星
學
研
究
室
で
叢
談
し
一
見
奮
知
の
如
き
競

が
あ
っ
た
が
、
ご
う
も
空
が
暴
れ
な
い
の
で
山
本
先

一
生
ご
同
溢
御
宅
へ
御
厄
介
に
、
な
っ
て
・
空
げ
［
か
し
ロ
兄

て
居
ろ
ご
時
々
．
て
二
の
星
ば
見
え
ろ
が
天
候
が
よ

く
な
い
の
で
種
々
の
御
話
な
聞
い
て
就
眠
し
た
。
二

十
九
日
早
旦
起
床
す
ろ
ε
遠
山
は
雪
な
頂
意
快
晴
、

所
謂
天
丈
日
和
で
風
穏
か
に
一
天
雲
な
く
澄
み
渡
つ
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ス
ピ
タ
ー
レ
ル
彗
星
は
光
が
弱
か
っ

た
の
で
初
め
は
誰
も
郷
の
人
に
は
見
え

な
か
っ
た
、
ス
ピ
タ
ー
レ
ル
白
目
ん
身
戴
U
県
磐

天
で
閉
さ
れ
た
が
幸
に
も
此
叢
星
の
動

き
方
が
割
に
徐
々
で
あ
っ
た
の
で
十
二

月
四
日
に
再
観
測
が
出
來
た
。
其
後
外

の
人
も
観
測
し
て
其
軌
道
を
計
算
し
て

み
る
ε
週
期
六
年
越
の
木
星
諸
書
星
だ

ε
．
分
つ
た
が
以
後
一
度
も
再
出
現
を
せ

す
今
に
行
衛
不
明
に
な
っ
て
居
る
。

　
彗
星
の
智
見
で
も
つ
ε
面
白
い
の
は

英
米
の
雑
誌
を
騒
が
し
た
ペ
ラ
イ
ン
・

ラ
ン
プ
角
臼
旨
ざ
－
『
㊤
ヨ
℃
）
彗
星
事
件
で

あ
る
。
一
八
九
五
年
ペ
ラ
イ
／
℃
。
三
器
）

氏
が
リ
ッ
ク
天
交
毫
に
居
る
聴
十
一
月

置
一
新
彗
星
（
↑
爪
仇
男
喰
運
讐
盟
）
を
獲
見

し
π
、
そ
し
て
十
二
月
に
太
陽
に
近
く

な
っ
て
見
え
な
く
な
る
迄
親
赤
し
翌
年

一
月
三
十
日
か
ら
叉
再
び
見
え
る
様
に

な
っ
て
観
測
し
て
居
だ
所
、
二
月
十
三

日
に
ド
イ
ツ
で
も
槻
属
せ
ら
れ
直
に
ギ

ー
ル
か
ら
電
報
で
ペ
ラ
、
イ
ソ
彗
星
が
再

び
観
測
さ
れ
た
ε
通
知
し
て
來
た
。
其

事
號
電
報
が
二
月
十
四
日
リ
ッ
ク
天
衣

毫
に
着
い
て
か
ら
醗
鐸
す
る
人
が
赤
経

を
時
間
で
二
十
四
労
だ
け
聞
蓮
へ
た
、

其
誤
鐸
を
受
取
つ
だ
ペ
ラ
9
イ
一
．
’
は
此
位

愚
は
自
身
彗
星
ε
は
別
物
だ
ε
思
っ
て

翌
十
五
日
朝
早
速
十
二
吋
望
遠
鏡
を
其

位
．
置
（
誤
繹
）
の
邊
に
向
け
て
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
の
ぞ
く
ご
驚
く
べ
し
、
實
際
八

等
星
位
の
一
新
警
報
が
見
え
て
居
π
、

ペ
ラ
．
4
ン
自
身
は
誤
諜
の
こ
ε
は
知
ら

訟
か
ら
キ
ー
ル
電
報
で
知
ら
せ
て
來
た

者
は
自
分
の
彗
星
ε
は
全
く
溺
の
新
星

だ
ε
通
報
し
π
。

　
キ
ー
ル
天
覧
士
量
・
長
ク
ル
ユ
ゲ
ル
…
敏
授

が
二
月
十
山
ハ
旧
に
記
す
所
を
見
る
蓬
面

白
い
、
－
一
米
國
ハ
ー
バ
ー
ド
天
交
毫

か
ら
、
．
6
。
ヨ
9
囚
莚
閃
。
σ
「
●
一
ω
≦
器

た
春
空
は
京
都
に
珍
・
し
い
程
の
よ
い
天
氣
で
あ
っ

た
。
午
前
中
「
に
に
山
本
先
生
に
俘
は
れ
新
城
博
士
た

御
訪
れ
し
て
先
般
「
時
」
博
萱
會
の
飾
御
三
岡
下
さ

っ
た
御
三
や
、
其
の
他
の
用
談
々
濟
ぜ
再
び
天
交
塁

に
行
っ
て
午
後
の
三
隅
旭
約
し
て
辮
し
、
長
女
芒
嵐

山
に
其
の
風
景
々
賞
し
、
日
の
暮
ろ
＼
葎
待
っ
て
三

度
天
交
墓
に
御
邪
魔
し
た
。
天
我
が
爲
め
に
幸
福
為

興
へ
た
か
の
如
く
・
西
の
空
に
ば
金
星
・
火
星
輝
き

黄
道
光
の
偉
観
が
見
え
る
。
東
山
の
上
に
は
早
や
木

星
、
土
星
規
は
れ
一
等
足
て
二
等
星
：
・
：
・
五
等
星

・
：
・
：
肉
眼
で
見
え
ろ
星
は
何
れ
も
あ
り
～
＼
ご
瞬

く
の
で
古
川
氏
の
案
内
で
七
吋
望
仁
山
室
に
駈
け
込

み
衣
か
ら
女
へ
芝
星
存
削
り
観
ぜ
て
頂
い
た
が
其
の

主
な
う
も
の
ば
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。

垂
、
奮
、
重
壕
就
8
髄
轡
。
）

北
極
星
（
塞
す
ナ
・
座
・
星
（
幾
誤
励

焔）

ｯ
筆
雲
、
…
デ
・
、
・
・
芋
・
、

・
㌻
・
霊
園
、
双
重
星
藝

で
時
の
覧
ろ
も
、
撃
さ
も
忘
れ
て
全
く
天
外
の
人
ミ

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
星
學
研
究
．
室
で
ス
ト

ー
ブ
た
聖
三
岡
ん
で
暖
り
つ
㌦
鰍
畝
赫
天
一
轟
き
ざ
ろ
由
争
恰
も

ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も

古
川
に
水
の
絶
え
ざ
る
が
如
し
で
あ
っ
た
。
間
も
な

く
山
本
先
生
が
臨
写
望
遠
鏡
で
愛
光
暴
、
新
星
の
研
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o
げ
。
。
2
く
巴
げ
団
℃
奪
ニ
コ
3
≦
p
。
。
8
嘗
罫
島
8

び
。
器
≦
．
．
の
電
報
が
來
π
碍
定
め
し
キ

ー
ル
で
は
面
喰
っ
た
に
蓮
ひ
な
い
自
秀

の
方
か
ら
親
仁
へ
知
ら
せ
た
の
は
二
二

の
ペ
ラ
イ
ソ
彗
星
の
再
観
測
だ
の
に
、

ペ
ラ
イ
ソ
は
別
の
彗
星
を
観
測
し
た
ε

云
ふ
の
だ
か
ら
何
か
聞
蓮
っ
て
居
る
の

だ
ら
う
三
思
つ
π
。
丁
度
其
時
ラ
ン
プ

…
敏
授
（
目
曽
日
や
）
が
ペ
ラ
イ
ソ
曲
彗
星
を
親

賞
す
る
駈
で
あ
っ
た
が
探
し
で
見
る
ご

果
し
て
も
一
つ
新
し
い
彗
星
が
見
え
た

の
で
ラ
ン
プ
も
ぴ
っ
く
b
し
だ
。
か
く

て
此
新
星
は
一
八
九
⊥
ハ
年
a
ペ
ラ
イ

ソ
・
ラ
ン
プ
彗
星
ε
命
名
さ
れ
π
。

　
暗
號
電
報
を
醗
古
す
る
ε
き
偶
然
問

者
つ
た
其
等
位
遣
の
近
く
に
う
ま
く
新

し
い
別
の
彗
星
が
動
い
て
居
た
ε
は
あ

ま
り
に
珍
ら
し
く
て
作
り
話
ざ
し
か
思

は
れ
ぬ
位
稀
な
事
件
で
あ
る
。
昨
年
五

月
京
都
の
天
交
毫
か
ら
プ
ム
ペ
ル
第
二

彗
星
の
観
測
を
知
ら
せ
て
下
さ
る
聴
勿

論
私
は
当
確
電
報
の
形
式
の
中
あ
の
輕

便
な
ゲ
リ
ツ
シ
ユ
氏
暗
記
形
式
（
O
¢
「
轟

轟・

ｰ
薯
雪
Φ
欝
瓜
喜
巽
∩
○
ユ
①
）
は
自
分
の

手
帳
に
書
い
た
の
を
持
っ
て
居
た
、
し

か
し
そ
れ
程
で
も
な
い
こ
ど
＼
思
っ
て

存
疑
は
重
字
で
認
め
た
普
通
交
に
し
た

所
が
あ
の
様
に
電
逡
中
に
葺
。
暮
博
牙
。

の
壽
≦
o
が
脱
落
し
て
し
ま
つ
π
。
當

聴
乞
即
貯
δ
誌
の
記
者
は
あ
れ
を
評
し

て
「
だ
っ
π
一
翻
字
の
間
違
が
ニ
グ
月

面
も
観
測
を
ビ
ぎ
れ
さ
せ
π
こ
は
－
I
」

ご
言
っ
て
居
ら
れ
だ
が
あ
れ
等
は
つ
ま

ら
ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
過
ぎ
澱
か
も
知
れ

な
い
。
何
ε
な
れ
ば
ペ
ラ
イ
ン
・
ラ
ン

プ
彗
星
事
件
は
間
違
ひ
が
反
っ
て
勲
功

を
立
て
る
こ
ざ
も
あ
る
ご
云
ふ
一
大
レ

〒
ド
を
作
っ
て
居
る
か
ら
。
（
聾

滑
息
　
百
濟
理
芝
地
は
入
、
月
大
阪
へ
愚
婦
・
九
月

　
中
頃
t
山
駅
の
筈
。

究
た
開
始
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
間
〃
に
海
王
星
、
白

鳥
座
新
星
、
琴
座
環
状
星
雲
等
存
見
ぜ
て
下
さ
っ
た

ミ
同
時
に
攣
光
星
凶
研
究
方
法
に
就
い
て
實
地
に
憾

切
な
ろ
御
教
授
に
預
っ
た
。
十
数
年
來
水
星
が
見
た

い
が
未
だ
見
た
事
が
な
い
。
我
が
國
の
如
春
水
蒸
氣

の
多
い
所
で
は
見
丸
な
い
ご
聞
い
て
居
た
の
で
・
そ

の
話
則
す
る
ご
昨
今
は
曉
天
に
見
え
ろ
、
一
等
星
位

だ
ざ
聴
い
て
吃
驚
し
た
。
先
生
の
御
話
に
よ
う
ε

回
天
に
俄
か
に
一
等
星
が
現
は
れ
出
で
た
の
で
噺

星
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
ε
そ
れ
が
、
水
．
星
で
あ
っ

た
事
が
度
々
あ
る
ご
の
事
で
、
い
よ
く
見
た
く

て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
寒
く
な
っ
て
來
た
の
で
叉

叉
ス
ト
ー
ブ
な
取
園
ん
で
談
話
な
始
め
た
、
東
酉
古

今
の
天
女
學
者
な
論
じ
、
天
丈
毫
に
話
頭
な
韓
じ
我

が
國
の
貧
弱
な
ろ
の
な
嘆
じ
釜
々
同
毫
新
設
の
必
要

た
痛
切
に
慰
じ
た
。
古
川
氏
に
午
後
九
時
に
婦
宅
さ

ろ
＼
筈
で
あ
っ
た
の
が
十
一
時
に
な
吼
、
十
二
時
存

過
ぎ
て
三
十
日
の
午
前
一
時
、
二
時
に
漸
く
蹄
途
に

就
か
れ
た
。
そ
れ
迄
よ
く
も
く
話
し
た
り
く
だ
。

こ
の
千
載
一
遇
の
好
機
な
逸
し
て
は
水
星
が
見
え
な

い
ε
思
っ
て
も
う
二
時
間
だ
こ
辛
抱
し
て
、
も
う
見

え
ろ
か
く
ぐ
」
待
っ
て
居
る
が
中
々
見
え
な
い
。
そ

の
丙
に
■
・
に
～
や
薄
明
が
來
た
・
双
眼
鏡
な
手
に
し

て
蓉
り
に
探
っ
て
居
う
が
見
え
な
い
、
東
山
の
戸
々



194

　
　
太
陽
に
就
て

　
　
　
　
　
　
大
阪
吉
　
田
　
十

一
地
球
の
受
く
る
日
光
は
月
光
の
⊥
ハ
十

　
萬
倍
な
り

　二
太
陽
面
の
光
輝
は
「
カ
ル
シ
ユ
ー
ム
」

　
光
輝
の
凡
そ
百
五
十
倍
な
り

三
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
の
博
士
故
C
・

　
A
ヤ
ン
グ
心
添
く
太
陽
熱
の
温
度
は

　
揺
氏
の
七
千
度
華
氏
の
一
萬
二
千
度

　
以
上
あ
び
若
し
地
球
よ
b
太
陽
へ
二

　
哩
一
分
角
形
の
氷
柱
を
以
て
架
橋
す

　
る
ご
せ
ぱ
霊
長
さ
九
千
三
百
萬
哩
な

　
り
而
し
て
或
方
法
を
以
て
太
陽
の
放

　
熱
熱
を
該
斜
橋
に
立
て
集
中
し
揺
る

　
な
ら
ば
氷
橋
は
一
秒
聴
間
に
融
解
し

　
七
秒
時
闘
に
湯
氣
ε
な
り
て
清
散
す

　
べ
し
ε

四
地
球
の
受
く
る
太
陽
熱
は
唯
其
二
十

　
二
億
分
の
一
の
み
な
二

五
太
陽
の
膿
の
大
さ
は
地
球
の
百
三
十

　
萬
倍
な
り
今
地
球
を
四
道
列
車
に
て

　
一
ケ
月
に
一
周
し
得
る
ε
し
其
速
力

　
に
て
太
陽
…
を
一
周
せ
ん
に
は
八
年
・
坐
－

　
を
要
す
叉
太
陽
面
を
扁
季
ご
な
し
得

　
て
其
上
に
地
球
大
の
塊
を
並
列
し
輔

　
端
よ
り
他
の
一
端
に
蓬
せ
し
む
る
に

　
は
地
球
百
九
個
を
要
す

六
地
球
ε
月
ε
の
距
離
は
凡
そ
二
十
四

　
園
田
な
り
月
の
地
球
を
一
周
す
る
園
，

　
の
直
脛
は
凡
そ
四
十
八
萬
哩
な
り
然

　
る
に
太
陽
の
直
脛
は
八
†
⊥
ハ
萬
六
千

　
哩
あ
る
が
故
に
太
陽
の
内
部
を
室
虚

　
蓬
し
て
地
球
ε
月
ε
を
押
し
込
む
ε

　
き
は
月
は
現
在
ε
同
じ
軌
道
を
以
て

　
太
陽
の
腹
中
に
て
地
球
を
周
り
街
大

　
に
餓
地
を
存
す
る
な
り

七
太
陽
よ
め
地
球
に
向
て
大
砲
を
獲
射

（　
す
ε
せ
ば
砲
口
の
火
光
は
八
分
二
十

　
秒
の
後
我
々
の
眼
に
入
り
弾
丸
は
九

　
年
を
輕
て
地
球
面
に
織
り
而
し
て
其

　
音
響
は
十
四
年
間
の
後
に
ズ
ド
ソ
ε

　
地
球
入
類
の
耳
に
達
せ
ん

八
地
球
上
に
生
れ
た
る
一
難
鬼
の
手
非

　
常
に
長
く
し
て
太
陽
ま
で
轟
く
ε
せ

　
ん
而
し
て
太
陽
に
接
聡
し
た
り
ε
せ

　
ん
然
れ
ご
も
其
兇
は
年
老
て
死
す
る

　
ま
で
太
陽
熱
の
爲
め
に
受
け
る
火
傷

　
の
痛
み
を
知
ら
す
し
て
濟
む
な
ら
ん

　
何
ε
な
れ
ば
手
指
の
神
脛
が
鵬
の
中

　
楓
迄
痛
み
を
報
ず
る
の
使
命
を
果
す

　
に
凡
そ
．
百
年
を
要
す
る
を
以
て
な
り

が
次
第
に
よ
く
見
え
て
來
る
の
に
未
だ
水
星
が
見
え

な
い
の
で
い
ら
っ
て
き
た
。
時
に
山
本
先
生
が
双
眼

鏡
で
は
見
え
な
い
か
、
望
蓮
鏡
で
に
見
え
る
ピ
申
さ

れ
た
時
ド
胸
が
ド
キ
く
ε
し
た
。
早
蓮
里
遽
鏡
で

見
る
ミ
＋
籔
年
來
見
ん
ε
欲
し
て
見
る
な
得
ざ
り
し

水
星
が
分
明
に
見
え
た
、
こ
れ
で
年
來
の
目
的
な
達

し
て
悦
に
入
っ
た
。
有
名
な
る
天
交
學
者
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
は
一
生
見
ず
に
終
っ
た
が
、
二
＋
世
紀
の
今
目

ば
よ
い
望
遠
鏡
が
あ
る
の
で
見
え
た
、
徹
夜
し
た
甲

斐
が
あ
っ
た
。
そ
の
丙
に
夜
は
ほ
の
ん
＼
定
明
け
離

れ
て
五
等
星
、
四
等
星
・
：
：
一
等
星
も
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
本
先
生
同
道
阪
紳
電
車
で
京

都
な
後
に
大
阪
天
王
昔
公
園
丙
市
民
博
物
舘
の
天
交

展
萱
會
場
に
行
っ
て
「
四
月
の
大
阪
の
天
」
の
よ
く

出
世
て
居
る
の
に
感
服
し
た
。
太
陽
系
の
大
模
型
に

未
だ
出
來
上
っ
て
居
な
か
っ
た
が
出
晶
物
は
山
の
如

く
蒐
集
さ
れ
て
、
そ
の
日
午
後
三
時
頃
か
ら
陳
列
に

取
り
か
函
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
。
夜
に
入
っ
て
岡
山
鳥

城
下
の
人
ぐ
」
な
っ
た
短
時
日
な
り
し
も
天
交
學
丼
ひ

に
天
工
豪
に
．
涌
す
る
多
大
の
知
識
為
得
ろ
様
に
御
指

一
下
さ
つ
た
山
本
先
生
、
古
川
氏
に
厚
く
感
謝
致
し

ま
す
。溝

息
　
信
州
の
加
澤
幹
事
は
八
月
中
旬
上
洛
・
京

　
大
天
交
毫
た
訪
問
ぜ
ら
れ
た
。


